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　わが国の労使関係がユ955年の「五単産共闘」を契機
として産業別統一賃金闘争一いわゆる「春闘」一
という交渉関係を軸として再編されてから以降，労働
争議の分析視角は，その経済的効果としての賃金上昇
率や産業間あるいは企業規模間の賃金格差との関連を
追及する方向に傾きつつある。しかし，多くの調査研
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究が明らかにしているように，賃金水準あるいは格差
の変動要因としては労働市場の需給関係，企業収益あ
るいは製品価格が相対的に高い比重を占め，したがっ
てこの視点からは労働争議の効果についての否定的な
評価が導き出され易い。それにもかかわらず，労働争
議が労使関係の変動要因として戦後の展開の中で意義
を持ってきたことが否定し難いとすれば，労働争議を
賃金交渉機構の一要因として位置づける視点の有効性
は，産業別統一賃金闘争という交渉関係を前提とする
範囲に限定されざるを得ず，この交渉関係を日本資本
主義の特定の段階に照応する過渡的なものとして把握
する，より一般的な視角を確立するためには，争議に
ついても賃金交渉の一要因という限定された視点を脱
した意義を発見しなければならない。
　その視点を提供するひとつの事例は，戦後の初期の
段階において，経営権をめぐる労使の確執を内容とし
て展開された生産管理闘争に見ることができる。戦後
の争議としては，それと前後して三菱美唄炭鉱におけ
るいわゆる「人民裁判事件」の例のように，戦争責任
の追及が物理的暴力的手段によって労使関係の場にお
いて行なわれたケースは少なくないが，制度的な変化
という意味において重視されなければならないのは
「読売争議」である。この争議は生産管理闘争の典型
として記録され，注目を集めているが，編集権，人事
権というこの業種の経営権の核心を争点として争わ
れ，その過程で「経営協議会」という戦後の企業運営
に無視し難い影響を残した経営機構を成立せしめ，一
定の期間にわたってそれが実際上運営されたという，
要約すれば「闘争」経過としてのみならず「平時」の
労使関係を展開せしめた点に，とりわけ注意する必要
がある。
　しばしば指摘される戦後日本の労使関係の基本的構
造としての企業別交渉は，企業内組合という相対的に
限定された交渉主体から消極的な印象を作り出すが，
この生産管理闘争における企業別組合は，正にその組
織形態の故に経営権という労使対抗の最も集約された
領域における交渉を徹底させることができたのであ
り．かつその交渉結果を日常的な企業運営に具体化す
ることができたのであった。団体交渉制度としてみる
ならば確かにこの交渉形態は階級的拡がりへの動機の
弱い制度と言わざるを得ないが，同時にそれは，団体
交渉自体が前提としている労使の機能的関係一使う
ものと使われるもの一に拡散されることなく，力関
係が相互の機能的領域の侵犯の関係に展開する可能性
をより大きくはらむものと言うべきであり，この争議
の経過は明らかにそのような特徴を如実に示すもので
あった。
　しかし同時にその同じ根拠から生ずる別の側面にも
注意しなければならない。生産管理が容易に組織さ
れ，有効な戦術として遂行され，その結果が日常的に
定着したのは，企業別組織が持っていた経営組織との
癒着関係に大きく依存するものであった。確かに生産
管理は既存の経営権の代表者達をその権限から実質上
駆逐したが，それにとって代わった執行権限は，日常
的経営運営組織の持つ日常性の再現によって支えられ
ていたと見るべきである。工職混合の，全員にほぼ近
い，管理機構をも包含した企業別組合であってはじめ
てそれは可能だったと言うことができるであろう。生
産管理それ自体が独自の管理組織を作り出し，定着さ
せた過程としては，それを見ることができない。その
こと自体は生産管理闘争やその後の経営協議会の機構
を困難にするものではなかったが，ひとたび権限上の
確執の関係を揺り動かす変動にさらされると，管理機
構自体の根元が経営権から生じているという内部論理
によって，容易に別種の性質のものに転化してしまう
可能性を帯びている。この争議ではこれは占領軍とい
う，当時の政治的関係における絶対者の政策変更によ
って，現実のものとなった。読売新聞の民主的運営を
実現したかに見えた経営協議会は，この政治的圧力の
もとで，同じ経営組織によって労働組合勢力の駆逐の
機構ともなったのである。ここにわが国の労使関係の
持つ，形式的同一性のもとでの，背反する内容を見出
すことは容易である。しかし問題はその内容が争議に
反映する論理的階梯であり，具体化の契機である。
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